
参考 

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 

平成２５年度 宇宙航空プロジェクト研究員（任期付） 採用 

『 募 集 要 項 』 

 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は、宇宙航空プロジェクトの推進を担う、優秀で意欲のある若手研究者を

募集します。 

１．制度趣旨 独立行政法人宇宙航空研究開発機構が実施するプロジェクトの効果的効率的推進のため、専門知識を有する若

手研究者の特定の分野におけるプロジェクトへの参加を求め、当該プロジェクトを研究面から支援し、併せて外部研究

者との交流、研究情報の交換を促進し、宇宙航空関連研究者の裾野の拡大を図ることを目的としています。 

２．募集する

研究テーマ 

下記の研究テーマ「１」～「６９」中から一つを選択して応募してください。なお、複数の研究テーマへの併願を希望す

る場合は、別の応募として新たな応募書類を準備し、応募してください。 

各研究テーマの詳細、及び研究環境等については、『別紙』を参照してください。 

１ 将来の高エネルギー天文学・宇宙物理学のための次世代の観測装置の研究 

２ 「あかり（ASTRO-F）」データ等による赤外線天文学の観測的研究 

３ 次世代赤外線天文衛星 SPICA 等の将来計画に向けた赤外線観測装置の開発研究 

４ スペース電波天文観測の研究 

５ 普遍的「プラズマ宇宙」視点からの惑星磁気圏研究 

６ 「ひので」プロジェクト等による太陽物理学関連研究 

７ 月周回衛星かぐやデータを用いた統合的解析による月科学研究 

８ 太陽系科学分野における数値シミュレーション研究 

９ 数値シミュレーションによる観測機器開発・データ解析支援手法の研究 

１０ 宇宙環境の生物影響と冬眠メカニズムに関する動物生理化学的研究 

１１ プロジェクト横断的な宇宙科学研究とそのためのアーカイブ開発 

１２ 宇宙飛翔工学の研究 

１３ 深宇宙探査ミッションの計画立案に関する研究 

１４ 次世代型 Green 推進系の研究 

１５ ハイブリッドロケットエンジンの技術実証研究 

１６ 太陽系探査のための先端的宇宙機推進の研究 

１７ 省電力小型合成開口レーダーシステムの研究 

１８ 薄型フェーズドアレーアンテナの研究開発 

１９ 小天体表面探査ロボットの研究 

２０ 「あけぼの」・「GEOTAIL」衛星データを活用した国際共同研究 

２１ 「すざく」衛星による高エネルギー天文学・宇宙物理学の研究とプロジェクトの推進 

２２ 将来太陽ミッションに向けた搭載観測機器の開発研究 

２３ 金星探査機「あかつき」および将来の惑星大気ミッションのための大気科学研究 

２４ 極限環境下にある水星探査機の科学成果を最大化させる運用計画の構 

２５ 次期 X 線衛星 ASTRO-H 搭載観測装置の開発とプロジェクトの推進 

２６ 次期 X 線衛星 ASTRO-H サイエンスオペレーション 

２７ 大気球システムの開発と理学観測・工学実証への応用 

２８ 再使用観測ロケットシステムの研究 

２９ 観測ロケットによる超高層大気科学研究 

３０ 
国際宇宙ステーション搭載全天 X 線監視装置 MAXI のデータアーカイブシステムの開発とそれを用いた宇宙

物理学研究 

３１ 宇宙環境における植物生理および微生物動態に関する研究開発 

３２ スペースプラズマ・高速衝突に関する実験的研究 

３３ 惑星探査 EDL ミッションの特異環境を考慮したシステム熱構造の検討 

３４ 月探査機の航法誘導システムの研究開発 

３５ キュレーション作業におけるサンプルプリパレーションおよびサンプル記載に関する研究 

３６ ソーラー電力セイル探査機による木星圏探査のシステム設計 

３７ 再突入飛行システムに関する研究        

３８ はやぶさ２搭載観測機器の開発 

３９ 新規耐熱性高分子および複合材料の創成に関する研究 

４０ 格子不整合系多接合薄膜太陽電池の放射線劣化に関する研究 

４１ ジェットエンジン燃焼器における燃焼不安定の能動制御に関する研究 

４２ スペースデブリ除去に関する研究開発 

４３ 革新的防除氷技術および着氷評価技術の研究(日欧共同プロジェクト） 



４４ 宇宙放射線に関する研究 

４５ 風洞無響カートでのマイクロフォンアレイによる高精度音源探査 

４６ 高エネルギー密度蓄電デバイスに関する研究開発 

４７ 脱オートクレーブ複合材（OoA）の創成に関する研究 

４８ 有人宇宙探査を目指した環境制御・生命維持技術に関する研究 

４９ 航空機の摩擦抵抗低減技術に関する研究開発 

５０ 軽量化デジタル電源の研究 

５１ 複合材構造継手部の軽量化に関する研究 

５２ 宇宙デブリ観測技術の研究開発 

５３ 超耐熱複合材料の創出と適用技術に関する研究 

５４ 高速衛星ダイナミクスシミュレータの研究 

５５ 複合材構造の損傷解析シミュレーションに関する研究 

５６ 複合材の非破壊評価技術の高度化に関する研究 

５７ 複合材構造耐久性評価及び修理技術に関する研究 

５８ 航空機抵抗低減に向けた空力的表面摩擦力評価技術の研究開発 

５９ 電動化航空機技術に関する研究 

６０ 宇宙飛行士の最適な栄養指導に関する研究 

６１ 宇宙ステーションにおける高品質タンパク質結晶生成実験に関する研究 

６２ 長期宇宙滞在の視機能障害予防に関する研究 

６３ 長期宇宙滞在の健康支援技術に関する研究 

６４ 宇宙放射線の生物影響に関する研究 

６５ 短時間で効果的な軌道上運動療法に関する研究 

 ６６ 生体リズム障害や睡眠障害の対策に関する研究 

 ６７ ロケット推進系設計解析に関する次世代型高精度物理モデルの研究 

 ６８ 液体ロケットエンジン燃焼器の寿命評価・予測技術に関する研究 

 ６９ 気象・気候予測研究に資する地球観測衛星データの統合的利用システムの開発 

３．応募資格 次の各号に該当する者  

（１）博士号取得（または取得見込み）が平成１７年４月１日以降である者 

（２）博士号取得者(採用日までに取得可能な者を含む。)、又はこれと同等の研究能力を有する者 

※過去に宇宙開発事業団の宇宙開発特別研究員、独立行政法人航空宇宙技術研究所の航空宇宙特別研究員、文

部科学省宇宙科学研究所の研究機関研究員及び宇宙航空研究開発機構宇宙航空プロジェクト研究員、任期付プ

ロジェクト研究員に採用された方は、以前に採用された研究テーマと同様なテーマでの応募はできません。 

４．採用人数 ２０名程度（補欠合格者を含まず） 

５．待遇 （１）給与：年度毎に決定 参考：４０～４５万円程度/月額 （賞与、退職金は支給しない）  

（２）諸手当：通勤手当 (実費上限月額 ５５，０００円まで：公共交通機関利用の場合) 

          業績手当 （年度末に業績評価を実施し、特に優れた実績をあげた者に対して支給） 

（３）研究費：研究員個人に対する個別の研究費支給はありません。 

（４）宿舎：公務員宿舎、及び機構保有宿舎の利用はできません。住宅手当の支給はありません。 

（５）休暇：完全週休 2日制、祝祭日、年末年始（12/29～1/3）、有給休暇（20日、2年まで繰越可）、慶弔休暇、夏期休

暇（7 日）、産前産後休暇（有給）、育児休暇（2 年目より取得可能）、介護休暇など 

（６）福利厚生：科学技術健康保険組合、労災保険、雇用保険、ＪＡＸＡ共済会、契約保養施設等 

（７）身分：宇宙航空プロジェクト研究員 

６．応募書類 ホームページから申請書等の指定様式（Ａ４サイズ）をダウンロードして印刷し、必要事項を記入、写真を貼付した上

で、下記書類一式を提出してください。 

（１） 任期付プロジェクト研究員申請書 （指定様式） 

（２） 研究計画書 （指定様式） 

（３） 発表論文等研究業績 （指定様式） 

（４） 代表的な論文 1 編の要旨(2,000 字程度) （指定様式） 

（５） 代表的な論文 2 編以内の写し（A ４サイズ、片面コピーに統一） 

（６） 学位取得証明書又は学位取得見込証明書（見込証明書は指導教授作成のものでも可)  

（７） 健康診断書（６ヶ月以内、身長、体重、視力、聴力、内科所見、Ｘ線所見、検尿を含むもの） 

（８） 研究指導者もしくはこれに代わる者の推薦状 （指定様式）※厳封のまま提出 

（９） 上記（１）～（７）までの写し１式（Ａ４サイズ、片面コピーに統一すること） 

７．応募方法 封筒に『宇宙航空プロジェクト研究員応募書類在中』と朱書きした上で、下記の提出先まで簡易書留または特定記

録郵便にて郵送してください。 

 

 

 

〒102-8787 東京都千代田区麹町郵便局留 

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 採用事務局 行 
８．提出期間 平成２４年８月３１日（金） ～ 平成２４年９月２５日（火）必着 

９．選考方法 ①書類選考 【合否発表】 平成２４年１１月２日（金）を予定 

②専門面接 【選考日程】 １１月中の１日を予定（詳細は、書類選考合格者に対し個別に通知します） 

【合否発表】 １１月下旬に書面で郵送予定 

※上記スケジュールは、あくまで現時点での予定であり、今後変更になる可能性があります。 



変更となる場合は、ＪＡＸＡ採用ホームページ上で周知するとともに、メール等により応募者にお知らせします。 

※若干名を補欠者合格者として登録し、欠員が生じた場合に上位者から順次採用を行うことがあります。 

１０．採用日 平成２５年４月１日（原則） 

１１．雇用 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙航空プロジェクト研究員として、年度毎の雇用契約を締結します。 

なお、雇用期間については、各年度末に業績評価を行った上で、当初採用日から通算して最長３年まで延長されま

す。任期終了後に、ＪＡＸＡ職員に採用される制度ではありません。 

JAXA で任期付職員（常勤招聘職員・非常勤招聘職員・任期付プロジェクト研究員）として既に採用されている場

合、任期は通算して最長５年となります。 

  雇用期間中、産前産後休暇及び育児休暇（２年目以降）を取得された場合には、その期間分について、当初採用

日から５年を超えない範囲で期間の延長をすることが出来ます。 

１２．備考  採用後は任期中、大学院に在学することはできません。  

 着任や帰郷の旅費及び引っ越し費用は支給しません。   

 選考に際し発生する交通費・宿泊費については、すべて自己負担となります。 

 選考は原則として、日本語で行います。ただし、場合によっては、英語での面接も考慮します。 

 採用通知後に辞退される場合は、辞退届を提出していただきます。  

 一旦提出された応募書類については、返却いたしかねますので予めご了承ください。 

 外国籍の方については、選考に合格した場合でも、平成２５年３月３１日までに在留資格証明書を提出できること

が最終的な入社の条件となります。 

 各研究テーマの研究指導者にコンタクトしたい方は、別紙記載の問合先にコンタクトしてください。 

 
＜個人情報の利用目的について＞ 

宇宙航空研究開発機構の宇宙航空プロジェクト研究員採用に関連して提供された個人情報については、書類選考、面接試験等の

採用選考の目的に限って利用し、選考終了後は、選考を通過した方の情報を除き全ての個人情報を責任を持って破棄いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


